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現
行
の
健
康
保
険
証
は

今
年
12
月
に
発
効
を
終
了

し
ま
す(

現
行
の
保
険
証

を
紛
失
、
新
規
加
入
の
場

合
は
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な

け
れ
ば
申
請
す
れ
ば
保
険

証
代
わ
り
と
す
る
「
資
格

確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
ま

す)

。

　
経
過
措
置
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
の
紙
の
保
険

証
は
今
年
10
月
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は

７
月
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
人
も
含
め

て
、
紙
の
保
険
証
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

来
年
の
有
効
期
限
時

に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
か

資
格
確
認
書
の
ど
ち
ら
か

を
所
持
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
対
し

て
は
「
資
格
確
認
書
」
が

自
動
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
登
録
を
解
除
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年

10
月
頃
か
ら
は
利
用
登
録

の
解
除
申
請
を
受
け
付
け

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
は
今
年
４
月
時
点
で

６
・
56
％
と
低
迷
し
て
い

ま
す
。　

　

全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
（
保
団
連
）
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険

証
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
（
２
月
31
日

公
表
）
で
は
、
昨
年
10

月
以
降
、
回
答
が
あ
っ

た
医
療
機
関
の
約
６
割

に
あ
た
る
５
２
０
０
の
医

療
機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

の
対
処
方
法
で
は
「
そ
の

日
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た

健
康
保
険
証
で
確
認
し

た
」
が
４
３
０
０
医
療
機

関
。
資
格
確
認
が
で
き

ず
、「
い
っ
た
ん
10
割
負

担
を
患
者
に
請
求
し
た
」

事
例
も
４
０
３
医
療
機

関
、
７
５
３
事
例
あ
り
ま

し
た
。
健
康
保
険
証
の
廃

止
に
つ
い
て
、「
保
険
証
は

残
す
べ
き
」「
延
期
す
る

べ
き
」
を
合
わ
せ
て
９
割

超
に
上
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
６
割
ト
ラ
ブ
ル

医
療
機
関
６
割
ト
ラ
ブ
ル

「
マ
イ
ナ
利
用
、
国
が
強
制

「
マ
イ
ナ
利
用
、
国
が
強
制

は
お
か
し
い
」

は
お
か
し
い
」

マイナ
保険証

マイナ保険証に
ついて懇談

電
子
資
格
証
明
の
期
限
切
れ
（
期
限
５
年
）

電
子
資
格
証
明
の
期
限
切
れ
（
期
限
５
年
）

保
険
証
廃
止
で
混
乱
も
っ
と

保
険
証
廃
止
で
混
乱
も
っ
と

マイナ保険証の強制やめてマイナ保険証の強制やめて
紙の保険証はどうなるの？紙の保険証はどうなるの？
《主なスケジュール》

紙の
保険証

2024年
７月（後期）
１０月（国保）

2025年
７月（後期）
１０月（国保）

2026年
７月１２月

広報誌
６月号

広報誌
６月号

広報誌
11月号

資格
確認書

資格
確認書

全員に送付
（更新）

資格
確認書

有効期限は
毎年７月末

マイナ
保険証

広報計画

有効期限
発行終了

マイナ保険証の
ない人

全員が
「マイナ保険証」または
「資格確認書」を所持

全員が
「マイナ保険証」または
「資格確認書」を所持

自動的に送付

（案） （案）

　2024 年度の保険証更新の前、紙の保険証の発行終了の前、保険証の有効期限終了の
前を中心に広報誌、ホームページ等により、制度の周知及びマイナ保険証の利用促進を図
ります。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持

し
て
い
て
も
、
利
用
を
し

て
い
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
際
に
は
、
電
子
証
明

書
が
使
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
す
で
に
証
明
書
の
期

限
が
切
れ
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
期
限
切
れ
の

カ
ー
ド
は
健
康
保
険
証
と

し
て
は
“
無
効
”
に
な
り

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、
カ
ー
ド
の
発
行
が
急

速
に
増
え
た
２
０
２
１
年

　

６
月
22
日
に

日
本
共
産
党
柱

本
支
部
、
な
ん

ぶ
後
援
会
主
催
の
「
マ
イ

ナ
保
険
証
、
紙
の
保
険
証

は
ど
う
な
る
の
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
懇
談
会
が
あ

り
ま
し
た
。
私
か
ら
現
行

の
健
康
保
険
証
廃
止
の
問

題
点
や
、
今
後
、
保
険
証

が
ど
う
な
る
か
説
明
し
た

後
、
参
加
し
た
み
な
ん
さ

ん
で
意
見
を
交
流
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
病

院
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証

の
顔
認
証
が
上
手
く
い
か

ず
、
最
後
は
紙
の
保
険

証
を
出
し
て
い
る
人
を
見

~
22
年
か
ら
５
年
後
の
26

年
~
27
年
に
は
、
電
子
証

明
書
の
期
限
切
れ
で
更
新

手
続
き
が
必
要
な
人
は
桁

違
い
の
数
に
上
り
ま
す
。

た
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ん

て
や
や
こ
し
い
物
使
え
な

い
」
と
の
意
見
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
ま
た
、「
政
府

は
国
民
の
情
報
を
全
部
握

る
た
め
に
し
て
い
る
」、「
マ

イ
ナ
保
険
証
も
紙
の
保
険

証
も
ど
ち
ら
も
使
え
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
」
と
マ

イ
ナ
保
険
証
を
国
が
強
制

す
る
の
は
お
か
し
い
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
「
今
後
も
健
康
保

険
証
廃
止
の
中
止
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の

強
制
に
反
対
の
声
を
あ
げ

て
い
き
ま
す
」
と
話
を
し

ま
し
た
。
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６
月
24
日
の
市
議
会

本
会
議
で
「
聴
覚
補
助

機
器
等
の
積
極
的
な
活

用
へ
の
支
援
を
求
め
る
意

見
書
（
原
文
・
下
囲
み
）」

が
全
会
一
致
で
可
決
。
意

見
書
案
の
時
点
で
は
要
望

項
目
４
の
「
補
聴
器
購
入

高
齢
者
の
加
齢
性
難
聴
支
援

高
齢
者
の
加
齢
性
難
聴
支
援

補
聴
器
購
入
助
成
を
要
求
し
て
き
ま
し
た

補
聴
器
購
入
助
成
を
要
求
し
て
き
ま
し
た

補
聴
器
活
用
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

補
聴
器
活
用
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

補
聴
器
活
用
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

補
聴
器
活
用
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

「
補
聴
器
購
入
へ
の
国
補
助
を
」
の
日
本
共
産
党
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

「
補
聴
器
購
入
へ
の
国
補
助
を
」
の
日
本
共
産
党
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

に
対
す
る
補
助
制
度
を
創

設
」
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

は
「
補
聴
器
購
入
へ
の
国

補
助
を
」
と
の
項
目
を
加

え
る
こ
と
を
求
め
、
そ
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。

　

高
齢
者
は
加
齢
性
難

聴
に
よ
り
社
会
参
加
し

づ
ら
く
な
り
、
孤
独
・
孤

立
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
補

聴
器
使
用
が
認
知
症
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
補
聴
器

購
入
補
助
制
度
を
求
め
る

取
り
組
み
が
全
国
で
広
が

り
、
２
０
２
２
年
末
に
は

１
２
３
市
区
町
村
が
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月

か
ら
島
本
町
で
も
補
聴
器

購
入
の
助
成
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
高
槻
市
会

議
員
団
は
、
こ
の
間
、「
補

聴
器
の
購
入
補
助
制
度

が
必
要
。
市
独
自
に
検
討

を
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

私
は
昨
年
10
月
の
高
齢
者

福
祉
専
門
分
科
会
で
「
高

齢
者
む
け
の
補
聴
器
の
使

い
方
の
説
明
会
や
講
習
会

な
ど
使
用
方
法
に
つ
い
て

の
支
援
。
補
聴
器
の
購
入

補
助
、
聞
こ
え
の
検
診
の

検
討
を
」
と
求
め
て
い
ま

す
。
他
の
委
員
か
ら
も「
補

聴
器
の
費
用
は
高
額
で
、

両
耳
は
買
え
な
い
。
市
と

し
て
補
助
制
度
を
つ
く
っ

て
欲
し
い
」、
耳
の
聞
こ

え
に
は
「
補
聴
器
が
有
効

で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大

事
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者

の
健
康
と
生
活
の
質
を
向

上
の
た
め
に
国
、
府
、
市

に
対
し
て
、
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
の
創
設
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書

　今日、社会の高齢化に比例して、難聴の方も年々増加している。難聴は認知症の危険
因子の一つと言われており、また難聴になると、人や社会とのコミュニケーションを避け
がちになり、その後社会的に孤立する可能性も懸念される。
　この難聴対策として補聴器が知られているが、一般的に「補聴器」と呼ばれているも
のは、収集した音を増幅して外耳道に送る「気導補聴器」である。一方で様々な原因で
外耳道が閉鎖している方には、骨導聴力を活用する「骨導補聴器」が用いられてきた。
　近年、これらの２種類の補聴器に加えて、耳の軟骨を振動させて音を伝える 「軟骨伝導」
等の新しい技術を用いたイヤホンが開発された。この聴覚補助機器は、従来の気導・骨
導補聴器では十分な補聴効果が得られない方や、装用そのものが難しい方に対しての新
たな選択肢となった。
　このように、様々な難聴者に適用できる聴覚補助機器等の選択肢が整った今、 政府に
対して、我が国のさらなる高齢化の進展を踏まえて、認知症の予防とともに、高齢者の
積極的な社会参画を実現するために、以下のとおり聴覚補助機器等の積極的な活用を促
進する取組を強く求める。 

記 

１ 難聴に悩む高齢者が、医師や専門家の助言の下で、自分に合った補聴器を積極的に

活用する環境を整えること。 

２ 耳が聞こえにくい高齢者や難聴者と円滑にコミュニケーションを取れる社会の構築を

目指し、行政等の公的窓口などに、合理的配慮の一環として聴覚補助機器等の配備

を推進すること。

３ 地域の社会福祉協議会や福祉施設との連携の下、聴覚補助機器等を必要とする人々

への情報提供の機会や場の創設等、補聴器を普及させる社会環境を整えること。 

４ 国において、加齢性難聴高齢者等を対象とした補聴器購入に対する補助制度を創設

すること。 


